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今年の総合防災訓練の実施概要は、「大規模な地震の発生を想定し、住民の安否確認や避難所開設・

運営、災害時要支援者の支援体制、町職員の初動対応力を高めるとともに、町民、関係機関、町の連

携体制を検証し、相互の防災力の向上、防災体制の確立を図る」としています。

これにもとづいて石神台地区では、ここ数年行っている『安否確認』訓練とともに、今年は『避難と

避難所開設』訓練が追加して行われます。皆さんの参加をお願いします。

◎ 当日の訓練の流れは次の通りです。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が６月に新しい出で立ちで公民館

に設置されました。

ＡＥＤは、突然心臓が止まって倒れた人に電気ショックで救命処

置をするための機器です。

遭遇した時は、周囲に協力を求め、救急車が来るまで ①胸骨圧迫 ②５分以内にＡＥＤを使用しま

しょう。救命率は約４倍になる…と云われています。

石神台では実際に3丁目の路上で倒れている人に遭遇し救命処置を試みたことがあります。

左下の写真は記事を報じた平成２７年７月の

『かわら版３４号』です。

＊行動⇒自宅で身を守る防災行動『シェイクア

ウト』を行う。

＊行動⇒家族全員無事なら、黄色旗(にこにこマーク)を見える

ところに掲出する。

＊行動⇒まずは、一時避難場所＝石神台東公

園へ集合。

防災本部長の指示で、指定避難所＝国府中学校へ

徒歩で移動。

受付をして割り当てられた避難スペースに移動。

◎訓練にあたっては、非常時持出品をリュックで背負って非難してみるのもよいかと思います。


